
憲
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会

の

始
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に
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対

す

る
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願 
  

自
民
・
公
明
与
党
は
、
憲
法
改
定
を
め
ざ
し
て
、
国
民
多
数
の
反
対
を
お
し
き
っ
て
二
〇

〇
七
年
五
月
、
「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
き
に
関
す
る
法
律
」
の
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
国
会
法
が
変
え
ら
れ
、
憲
法
審
査
会
が
設
置
さ
れ
、
事
実
上
い
つ
で
も
改
憲

案
を
審
議
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
改
憲
手
続
き
法
」
は
、
憲
法
審

査
会
に
関
す
る
も
の
を
含
め
異
例
の
十
八
項
目
も
の
附
帯
決
議
が
つ
い
た
欠
陥
法
で
す
。 

 

先
の
参
議
院
選
挙
で
は
、「
一
五
五
の
重
点
政
策
」
の
第
一
に
改
憲
を
か
か
げ
た
自
民
党
が

大
敗
を
喫
し
、
少
数
と
な
り
ま
し
た
。
参
院
選
後
の
臨
時
国
会
で
与
党
は
、
憲
法
審
査
会
を

立
ち
上
げ
る
た
め
に
本
会
議
で
の
議
決
が
必
要
な
「
憲
法
審
査
会
規
程
」
案
の
上
程
す
ら
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
民
は
、
憲
法
審
査
会
の
発
動
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
自
民
党
は
、
中
山
太
郎
氏
を
衆
議
院
憲
法
審
査
会
会
長
に
内
定
す
る
な
ど
、
改
憲
へ

の
執
念
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

 

国
民
の
多
数
は
、
憲
法
九
条
の
改
定
に
は
反
対
で
す
。
憲
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、「
改

定
ノ
ー
」
の
世
論
が
日
増
し
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
の
多
く
は
、
改
憲
を
め
ざ
す
憲

法
審
査
会
の
始
動
な
ど
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
自
民
・
公
明
の
与
党
は
、
民
意
に
忠
実
に
従

い
、
憲
法
審
査
会
の
始
動
を
断
念
す
べ
き
で
す
。 

 

〔
請
願
事
項
〕 

一
、
民
意
に
従
っ
て
憲
法
審
査
会
規
程
を
決
め
ず
、
憲
法
審
査
会
の
始
動
は
し
な
い
こ
と
。 
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〇
〇
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